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１【５年生】連合音楽会で歌声を披露しました 
１０月１１日（金） 県民会館での連合音

楽会に参加しました。８日には体育館で校内

壮行演奏会を行い、自信をもってステージに

上がりました。演目は「赤いやねの家」「Dream 

& Dream～夢をつなごう～」の合唱２曲。美し

い歌声とテンポのよい振り付けで、思いをし

っかり伝えることができました。   

 【県民会館で振り返りをしました→】 

 

※本校はじめとする３日目午後の部の様子は、マーブルテレビにて 11月 24日（日）20：00～初回放送。再放送時間等の

情報は 10月下旬頃にマーブルホームページに掲載されるそうです。 

 

２【６年生】修学旅行 

 １０月９日、１０日の２日間、広島に行きました。 

 

   広島平和記念公園（原爆の子の像での献鶴式、碑めぐり）→ 

平和記念資料館（被爆体験講話、資料館見学）→宮島（厳島神社 

見学、表参道ショッピング）→ホテル宿泊（１日目）→ 

JFEスチール西日本製鉄所見学→みろくの里（２日目） 

 

 という旅程で、しっかり学んで帰りました。（旅の様子はホームぺージで 

紹介していますのでご覧ください。） 

道中、こどもたちの姿をメモしていました。 

 ・行く先々でのあいさつがとてもよい。私が話すことなし。 

 ・「はい」という返事がよい。特に原爆の語り部さんが「平和を伝  

えてくださいね」と話された時の「はい！」という力強い返事。 

・バスレクをみんなで楽しく盛り上げようとしていた。 

・フェリーや宮島で他県他校の人たちと仲良くなっていた。 

               ・困っている友達、調子の悪い友達を気遣っていた。 

 など、日ごろ家庭・地域・学校等で身につけてきたよい姿を、たくさん発揮していました。 

  写真は、みろくの里の昼食で座敷に全員があがった直後の写真です。履物がていねいに並んでいま

した。旅先で、母衣っ子の「リーダー・スター☆彡」の底力を見た思いがしました。 

  体調管理や荷物の準備など、保護者の皆様のご協力、ありがとうございました。 
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３ 校内音楽会に向かって、全学年がんばっています！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２２日（金） 美保関資料館見学（３年生） 

２６日（火） 二中授業体験（６年生） 

２８日（木） 人権集会 

 スクールカウンセラー来校日  

５日（火）、１９日（火） 

10月 31日～11月 14日の間 教育相談期間 

             ※予備日 19日 

 

 

 

1１月 主な行事予定 

学校 HPでも情報発信 

に努めています 

 １日（金） 遠足（４年生） 

       就学時健診 

 ３日（日） 文化の日 

 ５日（火） 地層見学（６年生） 

 ６日（水） 消防署見学（３年生） 

１２日（火） 人権教育授業公開日 

１３日（水） クラブ 

１５日（金） 松江城見学（６年生） 

１９日 (火）  図書ボランティアさんによる 

お楽しみ会 

～ お・知・ら・せ ～ 

■１０月８日配付の文書でもお知らせしたとおり、本校ではこの時期、児童と担任とのよりよい

関係を築きながら、個々が抱える課題に寄り添い解決していくための教育相談の時間を設けてい

ます。下校時刻に変更のある日もありますが、ご理解・ご協力をお願いします。 

■こども家庭庁では「こども基本法」の理念を踏まえ、平仮名表記の「こども」の使用を推奨し

ています。これを受けて各校も「こども」表記を用いるよう松江市教委より依頼がありました。 

今後は順次「原則 こども 表記」としていきます。 

【６年生が島根県原爆死没者慰霊式典に参加しました】 

１０月１７日（木）松江市北公園の慰霊碑前にて献花 

献水をし、誓いの言葉を述べました。ちょうど修学旅 

行を終え平和学習への理解が深まった時、そして日本 

被団協がノーベル平和賞を受賞されたタイミングでの 

式典参加でした。戦争の悲惨さを伝え、平和を求め続 

ける決意を代表児童が述べ、最後に全員が一人ずつ献 

花をしました。平和学習という意味だけでなく式典参 

加という貴重な社会勉強の機会にもなりました。 

※10月 18日の地元紙で紹介されました 

 

 

 １０月２５日（金）は校内音楽会です  

各学年とも練習をがんばっています。練習をのぞく

と、学年ごとの個性やよさが感じられます。発声が

よくなってきた学年、楽器の音がまとまってきた学

年・・・自分たちの音を「追求」し、「協調」し

ながら、精一杯「表現」してくれることを期待し

ています！  


